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Ⅰはじめに 

日本には無宗教者が多いと言われている。しかし、八百万の神々が存在していることを信じ、多

神に心を寄せる重層信仰も定着されている。ゆえに、日本人の大多数は、実際にはいわゆる宗教儀

礼に参加するが、特定の宗教組織に対する帰属意識は薄いと考えられる。しかし、重層信仰を持っ

ている日本人の「行としての宗教」つまり日常日頃の「宗教行動」は、どのようなものなのだろう。 

Ⅱ先行文献 

１． 定義 

 宗教学辞典 13）によれば、ジョンソン、今田、宇野、リューバらは、宗教行動を外から観察できる身

体的行動のみを指すものとして用いている。 

２．海外研究 

 Gartner, Larson, Allen 15）は、宗教と精神的健康との関連について２００以上の研究をレ

ビューし、宗教への関与が高いほど、健康状態がよく、幸福感および結婚満足が高く、死亡

率や自殺、薬物の乱用、飲酒、犯罪、抑うつが低いことを示している。 

３．国内研究 

 小谷 23）は、神仏を信じる人が、高齢の人の方が若年者に比べ顕著に多く、お祈りや、お勤めと

いった自己修養的宗教行動を多くしていたことも示している。 

Ⅲ 研究の目的と意義 

１．研究の目的 

 本研究の目的は、日本人の高齢者の宗教行動の実態を把握し、宗教行動とその関連する要

因を検討することである。 

２．意義 

人生の衰退期とも言われる高齢期に行われる宗教行動は、高齢者にとってどのような役割

を果たしているのを解明することによって、様々な宗教行動が、加齢による心身の不安やス

トレスを感じない安定した情緒を維持すること、そして、物事を前向きに考え、幸福感に溢

れた人生を味わうことに寄与すると考えられる。 

Ⅱ 方法 

１．調査対象： A 県の生涯大学校の受講生であった。 

２．調査方法：自記式質問紙、留め置き法で実施した。調査は２００９年９月～１０月。 

３．調査項目：宗教的基本属性（６項目）①宗教に対するイメージ、②宗教に関心を持っているか、

③宗教の有無、④信仰している宗派、⑤主観的信仰感、⑥信仰期間。宗教行動に関しては、宗教

行動尺度（１４項目）と宗教行動に関する質問（８項目）。主観的幸福感の指標として改訂版 PGC モ

ラール・スケール、抑うつの指標として GDS 日本語版。その他に主観的健康感、及び基本属性。 

Ⅲ 結果 ＆ Ⅳ 考察  

1.    宗教行動と基本属性との関連 

ａ．性別、家族構成による宗教行動の差がみられなかった。それは、性別及び家族構成は宗

教行動とは関連しないと考えられる。 

ｂ．宗教行動と年齢との関連 

 年齢と宗教行動との関連を検討した結果、正の相関を示した。この結果は金児 27）の先行研

究をサポートしている。金児は、慰霊的行動にも、自己修養的行動にも加齢の効果は認めら

れ、特に、自己修養的行動にはこの加齢の効果が顕著であると述べている。また、高齢になっ
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て、親や配偶者や身の周りの人を亡くすという経験を契機に自己の人生を振り返えらざるを

えないこと、そうした自己のアイデンティティーの再確認・再確立を迫られることが大いに

関与していると指摘している。しかし、本研究はサンプル数が少ないことや、対象者は比較

的年齢の若く健康な人であることから、高齢者の全体像を示せたとは言えない。今後、後期

高齢者を含めた検討が必要である。 

 ｃ．最終学歴と宗教行動との関連では、学歴の低い人は現世利益的行動をよく取ることが

示された。 

 ｄ．経済状況と宗教行動との関連では、経済状況の良好な人ほど、現世利益的行動得点が

高いことが示された。この結果は、経済状況が良好の人は、現在の豊かな経済環境のなかに

居られるのは、単に自分の努力ではなく、神仏からの守りや周りの人からの支えが必要だと

考えられる。 

２．宗教行動と宗教的基本属性との関連 

 宗教に対するイメージが良い人、宗教への関心がある人、宗教信者及び主観的信仰感が強

い人のほうが宗教行動をよく取ることが示された。この結果は、宗教に好意的な態度を持つ

人や信仰感強い人は、様々な宗教行動を通じて、自分の悩みや不安が癒され、喜びや生きが

いが感じられたとき、宗教により近づくため、宗教行動を頻繁に取ると考えられる。 

３．宗教行動と主観的健康感との関連  

主観的健康感と宗教行動との関連では、健康な人の方が、宗教行動総合得点及び慰霊的行

動得点、自己修養的行動得点が有意に高かった。日々神様や仏様を信心して祈るような自己

修養的行動によって、いつか願いが叶うと信じていると考えられる。 

４．宗教行動と精神的健康との関連 

 精神的健康と宗教行動との関連について、主観的幸福感と宗教行動との関連では、宗教行

動の下位因子である「慰霊的行動」と主観的幸福感の下位因子である「孤独感」との間に正

の相関を示した。このことから、墓参りをしたり、先祖供養をしたりすることで、先祖の霊

に加護してもらうと感じ、孤独感を癒され、主観的幸福感の向上に結ぶと示唆される。また、

抑うつと宗教行動総合得点との間に有意な弱い負の相関が見られた。このことから、うつ傾

向が少ない人は宗教行動を取る余力があり、その余力が次の宗教行動に向かわせ、精神的健

康がさらに促されると推測される。 
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